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調査概要

調査時期 2025年10月27日～12月10日

調査対象 高浜市に住む10歳～29歳以下の子ど
も・若者

調査方法 Webアンケートフォームへの回答

回答数 760件

備考 小学校1年生～3年生に対しては、別
途2025年12月にグループヒアリング
を実施（44名）。
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調査結果：

回答者は小学生が約5割、中高生が約3割

● 回答者の約半数は小学生。

● 特に吉浜小学校区で小学生の回答が
多い。

● 一方、港小学校区・翼小学校区では
働いている若者の回答割合が高い。
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調査結果：

学校が居場所は6割、第三の居場所ありは約半数

● 自分の部屋や家が居場所である
と回答したのは約80～90％。

● 学校（クラブ活動を含む）や職
場が「居場所」と回答したのは
約60%で、23.7%が「居場所と感
じられない」と回答。

● 家や学校・職場以外の第三の居
場所があると回答したのは、約
半数なった。

● 学区別にみると、「学校・職
場」が居場所になっている割合
に差が見られ、高浜小学校区で
は高く、高取小学校区・港小学
校区で低い傾向が見られた。

● 「第三の居場所
がある」と答え
た割合は、港小
学校区、高浜小
学校区で高い傾
向が見られた。
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調査結果：
学校や職場が居場所でない場合、第三の居場所も「ない」傾向

● 学校（クラブ活動を含む）や職場など、
「第二の居場所」があるかどうかで家
計への不安を比較すると、第二の居場
所がない場合、家計の不安が高い結果
となった。

● また、第二の居場所がある場合、両親
と同居している割合、両親が結婚して
いる割合が高い。

● 第三の居場所との関係を見てみると、学
校や職場が第二の居場所になっていない
場合、第三の居場所も「ない」割合が高
く、第二の居場所にあてはまるものがな
い場合、第三の居場所があるかどうか
「分からない」が高い。

第二の居場所がない層に、第三の
居場所を提供する取り組みが必要と
なっていることがうかがえる。
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調査結果：

第三の居場所が欲しいが「居場所がない※」が4割

● 「第三の居場所がほしい」と67.4%が回答。
2022年実施のWeb調査の72.0%より低い結果と
なった。

● 居場所の有無との関係では、「第三の居場所が
欲しい」と思う人の過半数は「居場所がある」
と回答していた一方、「居場所がない」が
18.6%、「居場所があるかどうか分からない」
も24.2%となった。居場所がない・分からない

人においても居場所に対するニーズが一定数存
在していることがうかがえた。

【参考】2022年実施内閣官房によるWeb調査
内閣官房（2023）『こどもの居場所づくりに関する調査研究』

※「わからない」を含む
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調査結果：

第三の居場所が欲しいのは？

● 学区別に見てみると、港
小学校区で「第三の居場
所が欲しい」が80.0%と

なっており、ニーズの高
さがうかがえる結果とな
った。

● その他、「第三の居場所が欲しい」が高い傾向にあったのは、以下の通り（カッコ内は回答割合）
○ 自分の配偶者・子どもと同居している場合（82.4%、76.2%）、一人暮らしの場合（76.2%）
○ 働いている場合（77.1%）
○ 両親が離婚している場合（81.8%）。
○ 海外ルーツがある場合（74.4%）。
○ 家計の不安がある場合（72.2%）。
○ 自分の家が居場所になっていない場合（81.8%）。

○ 地域、友達の家、インターネット空間、習い事や趣味のサークルが第三の居場所になっている
場合（85.9%、84.6%、82.3%、74.6%）

○ 相談できる相手がいない場合（74.1%）
○ 朝食を食べない場合（76.7%）
○ 夕食を一人で食べている場合（80.0%）、または一人で夕食を食べる日がある場合（77.1%）。
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調査結果：

第三の居場所は「祖父母の家・親戚の家」が5割超

● 特に、「祖父母・親戚の家」や「SNSやオンラインゲーム」については「一番の居場所」と回答した割

合が高く、反対に「公園や自然の中で遊べる場所、広場」や「飲食店」「図書館や公民館などの施設」
は複数ある中の一つの居場所となっている傾向が見られた。

● その他としては、「サークル」「馬小屋」「お寺」「駅、電車内」「車」「高浜ふれあいプラザ」「夜
の無人の公園」など。

● 第三の居場所があると回答
した人のうち、56.9%が

「祖父母・親戚の家」が第
三の居場所と回答。次いで、
「友達の家」が39.4%、

「習い事や塾など」が
32.3%。

● 一番の居場所としては、
「祖父母・親戚の家」が
42％と最も高く、次いで

「友達の家」「習いごとや
塾など」「SNSやオンライ
ンゲーム」が11～13%とな
った。
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調査結果：
小中学生では「習い事や塾」「公園など遊べる場所」が高い

● 学校年代別では、第三の居場所の有無に有意な違いはなかった。

● 第三の居場所の種類を見てみると、

○ 小学生では「祖父母・親戚の家」「習い事や塾」「公園や自然の中で遊べる場所」が多い傾向

○ 中学生では「公園や自然の中で遊べる場所」が多い傾向

○ 高校生では「図書館や公民館などの施設」「飲食店」が多い傾向

○ 29歳以下の就学していない若者では「SNSやオンラインゲーム」が多い傾向



NPO法人 全国こども食堂支援センター 14

調査結果：

第三の居場所は平均2.3カ所。

● 第三の居場所の箇所数として
は、平均2.3カ所。約40％が1
カ所と回答。

● 学区別に第三の居場所を見て
みると、「港小学校区」およ
び「翼小学校区」で「習い事
や塾」が低く「地域の施設・
場所」が高い傾向がある。一
方で、「高取小学校区」は
「地域の施設・場所」の割合
が低く、「オンライン空間」
が高い傾向にある。
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調査結果：

居場所は「自分の好きなことができる場所」が5割超

● 居場所は「好きなことをして自由に過ごせる」場所と55.0%が感じており、実際に70.6%が「自分の
好きなことや興味があること」をして過ごしていると回答した。

● 「いろんな人と出会える、友人と一緒に過ごせる」ことも居場所の理由として43.7%が挙げており、
実際に「友人」や「その場にいる大人」と話しているという回答もそれぞれ30％～40％となった。



NPO法人 全国こども食堂支援センター 16

調査結果：

中学生は「友達」、高校生は「ありのまま」が居場所の理由

● 学校年代別では、小学生
にとっては「思いきり体
を動かせる」、中学生で
は「友達と一緒」、高校
生では「ありのまま・自
由に過ごせる」、就学し
ていない若者にとっては
「何もせずのんびり」が
比較的重要となっている
ことが分かった。
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調査結果：

地域の居場所は「相談等にのってくれる大人」が低い傾向

● 地域の施設や場所については「いつでも行きたいときに行ける」傾向があるものの、「悩みの相談にの
ってもらったり、一緒に遊んでくれる大人がいる」は低い傾向にあった。

● 学区別では、「翼小学校区」では、「いろんな人と出会える、友人と一緒に過ごせる」「悩みの相談に
乗ってもらったり、一緒に遊んでくれる大人がいる」が高い傾向があった。
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調査結果：

「週に1回以上」居場所に行くが5割以上

● 居場所になった時期については、「1年以上

前から」居場所になっているという回答が
74.3%。

● 特に「放課後児童クラブ」「児童館」「祖
父母・親戚の家」で高い傾向があった。

● 居場所に行く頻度としては、57.9%が
「週に1回以上」居場所に行っていると
回答。

● 特に「SNSやオンラインゲーム」「習い
事や塾など」において「週に1回以上」
の割合が高かった（それぞれ、77.2%、
68.9%）。
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調査結果：

居場所がないのは「情報がない」が5割以上

● 第三の居場所がない理由として最
も多かったのは「行きたい・居た
いと思うような場所の情報がない、
存在を知らない」の57.5%。居場所

についての情報の不足が壁になっ
ている可能性がある。

● 「行きたい場所はある」ものの、
「時間がない」「遠くて自分で行
けない」「お金がかかる」などの
制約も15％程度となった。

● 翼小学校区では、情報の不足は
43.5％に留まった

● 特に、高浜小学校区では、情
報の不足、吉浜小学校は居場
所真での距離、港小学校区で
は設備の不足や知り合いの不
在が原因にあげられる傾向が
見られた。
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調査結果：
地域の居場所は「もっと長く」いられるようになってほしい

● 第三の居場所がある人の中で、居場所の種類ごとに居場所に求めることをみてみると、「地域の
施設・場所」を居場所と感じている人では、「居場所にいることにお金がかからなくなってほし
い」「開いている時間がもっと長くなってほしい」「もっと近くにあって通いやすくなってほし
い」「自由に使えるWiFi環境やタブレット等があってほしい」が比較的高い傾向が見られた。

地域の居場所については、「開いている時間」「より身近な場所」等、場所としての物理
的な制約の緩和が求められており、「いつでも行ける・いられる場所」としてのニーズの高
さが見られた
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調査結果：

地域への愛着は約8割、第三の居場所があると高い傾向

● 78.5%が地域への「愛着が

ある」と回答。「愛着が
あると思わない」は7.4%

● さらに、第三の居場所が
ある場合には、地域への
「愛着がある」が81.7％
となった。

【参考】こども家庭庁（2023）『我が国と諸外国のこどもと若者の意識に関する調査』

● 全国のこども・
若者に対する調
査では、「今住
んでいる地域が
好きですか」に
対して「好き」
と回答したのは
72.1%、「今住

んでいる地域で
良いと思うとこ
ろはあります
か」に対して
「愛着がある」
は31.2%となっ
ていた。



NPO法人 全国こども食堂支援センター 29

調査結果：

第三の居場所がある場合、相談できる人が多い傾向

● 第三の居場所がある場合、相談できる人の数が多い傾向がある。特に「8人以上いる」が16.1%、
「5人以上いる」では31.7%となっていた。

● 第三の居場所の中では、「習い事や塾」「親族の家・友達の家」「地域の施設・場所」などが居
場所の場合、「5人以上」が多い傾向があったが、「オンライン空間」が居場所の場合については
その傾向はみられなかった。
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調査結果：

第三の居場所がある場合、多世代との交流がある

● 第三の居場所が
「ある」人は、異
なる年代との交流
機会が「ある」の
割合が高い傾向が
見られた。

● 特に、第三の居場
所がある場合、大
人や高齢者との交
流が有割合が高く
なる傾向があり、
特に小学生や中高
生でその傾向が見
られた。

● 就学していない29

歳以下の若者にお
いても、第三の居
場所がある場合、
就学前児童や中高
生、30歳以上の大

人との交流が高い
傾向が見られた。

居場所の有無と各年代との交流状況
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参考（小学低学年生へのグループインタビュー/アンケートから）：

居場所になっているのは、自分の家や商業施設など

● 「自分の家」については、居
場所として最初にあげられた
割合が最も高かった。

● 第三の居場所としては、「祖
父母の家」の他、様々な場所
が記載されていた。

公園、クラブ室、
児童センター、
ふれあいプラザ

スポッチャ、ドミー、
イオン、マック
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参考（小学低学年生へのグループインタビュー/アンケートから）：

居場所での過ごし方

居場所での過ごし方

家での
過ごし方

学校での
過ごし方

地域に
ある場所
での
過ごし方

商業施設・
飲食店
での過ごし方
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